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１． 目的  

  20 世紀に急速に発達した科学技術によって、生活の利便性は増したが、一方において産業の巨大化によって資

源の枯渇、環境破壊などが深刻な問題が生じ、人類と地球の持続可能性について楽観を許さない状況が認識され

るようになった。さらに交通通信手段の高速化、広域化によって、一地域の変動が直ちに世界全体に影響を与える

時代となってきた。このような状況の中で、異なる自然と社会の状況において生活している子どもたちが、共通理解

の基盤を持つことは重要である。本事業では、国際基督教大学とケープタウン大学（南ア）が協力して、双方の小中

学校間の連携を軸とする ESD モデルを構築し、学校現場でのモデル実践を試み、教材や教授法などを成果物として

まとめ、公開して双方の国の ESD の発展に資することを目的としている。大事なことは、双方で開発した教育モジュ

ールを紹介し伝達するということではなく、開発自体を共同で行うことである。国連大学における ESDA との連携、日

本学術会議の「科学技術の智」プロジェクトとも連携し、相乗効果を期待する。今後は中学校ならびに高等学校まで

を視野に入れる。 

 

２． 活動                               対象地域 ケープタウン（南アフリカ）と三鷹 

主な活動として、企画運営会議（企画のメンバーからなり、全体の方針を決定する会議）、実行委員会（関係する

小学校、中学校の教員、大学教員、事務局スタッフとしての学生、院生からなり、事業の実施のための検討を行う）、

ワークショップ（教育モジュールを具体的に作成し実施するための研究会）、国際基督教大学・ケープタウン大学合

同会議（大学としての研究成果を取りまとめるための会議）の開催。 

南アチーム訪日（平成 21 年 7 月 12 日—7 月 18 日）、 

南ア訪問(平成 21 年 8 月 16 日—8 月 23 日) 

南アチーム訪日（平成 21 年 12 月 8 日—13 日） 

公開成果報告会・告シンポジウム（平成 21 年 12 月 12 日、大沢台小学校） 

ビデオ会議（平成 22 年 2 月 25 日、国際基督教大学）双方の児童の討論 

 

３． 成果  

（１） 期待する成果 

「土」と「川」をテーマにして教育モジュールの共同開発と実践の可能性を示した。日本の「授業研究」、「チームティ

ーチング」が、南アでは極めて新しい経験として受入れられたことも大きな発見であった。 

（２） 成果物 

共同で開発した授業案、実践した映像記録を成果物として刊行する。 
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初等・中等教育レベルのESDモジュール（カリキュラム構成、教材、教授法を含
む）を日本と南アフリカの大学と小中学校が国際共同開発を行う。本年度は参
加小学校においてそのモジュールを使って教員がチームで授業を実際に行い，
その成果をシンポジウム等で公開する。またそれぞれのその授業に参加した児
童がビデオ会議によって、学びを共有することを試みる。その成果を広く両国の
初等教育およびESD関係者に伝えることを目指す。自然と社会の条件が異なる
地域（日本とアフリカ）において、児童・生徒が持続的発展のために何ができる
かという意識を共有することが、ESDの基本である。

「川」と「土」をテーマに、双方で授業を実施しながら、共同の授業計画を練り
上げた。２１年７月に南アチームが訪日、学校を訪問、ワークショップを行い、
８月には日本チームが南アに行き、南アの児童に対してチーム授業を実施し
た。その後の授業研究を通して、共同授業計画をさらに検討した。１２月に南
アチームが訪日、日本の児童に対してチーム授業を公開で実施、授業研究

共同開発が可能であり、ESD教育上有効であることを児童へのチーム
ティーチングを実際に行って立証した。授業案等をまとめた報告書、 ならび
に、実際の授業の映像を編集したものは、成果としてESD関係者の利用に
供する。

を行い、ESDの国際共同開発の意義

についてシンポジウムを開催した。
さらに双方の児童によるビデオ会議
を本年２月に実施予定である。

2009.12.12 公開授業
チャンネルJ 「サイエンスニュース１２月号」より
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プロジェクトの背景

 なぜＥＳＤモデルの国際共同開発か

１：産業の巨大化による資源の枯渇、環境破壊、

影響のグローバル化、地球全体としての調和

２：先進国でも教育と生活の関連を重視：

「総合学習の時間」

異なる自然、社会の状況下に在る人々の相互理解の必要性

生活に根ざした教育の共有の可能性
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プロジェクトのねらい

 日本と南アの双方の初等教育の教員がＥＳＤモデル
を共同開発する。

［先進国のモデルを一方的に伝達するのではない。］

 教育の現場で共同で教育実践をする。

 年次進行する。平成20年度 - 21年度は小学校、
今後は、中学校、高等学校に展開し、初等中等教育
全体 の波及を図る全体への波及を図る。

 国連大学のESDA、日本学術会議の「科学技術の智」
プロジェクトとの連携。

国際基督教大学 ケープタウン大学

（日本） （南アフリカ）

レバナ小学校
ロックランド小学校

おおさわ学園

三鷹市立大沢台小学校
三鷹市立羽沢小学校
三鷹市立第七中学校

プロジェクト計画・評価
コーディネート

共同研究

教員の相互交流

西ケープ州

教育省の協力

ＥＳＤ教育モジュールの開発
ＥＳＤ教育モジュールの試行

委員会：企画運営委員会、実行委員会、
ワークショップ、ICU-UCT合同会議
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活動(平成21年5月-7月）

 第一回実行委員会 (平成21年５月14日 大沢台小学校)

今年度の実行計画、南アからの授業案の検討を行った。

 第一回ワークショップ(平成21年５月14日 大沢台小学校)

プロジェクトの南アにおける進展状況の報告、南アからの
提案に関する検討、南アに対する応答案の検討を行った。

 第二回ワークショップ（平成21年6月11日 羽沢小学校）

南ア側チームの授業案の検討、日本側の授業案南ア側チ ムの授業案の検討、日本側の授業案

 第二回実行委員会（平成21年7月3日 大沢台小学校）

日本側の訪日スケジュール確認、
日本の南ア訪問のスケジュール確認

南アチーム訪日（平成21年7月12日—7月18日）

 第一回企画運営委員会
（平成21年7月13日 国際基督教大学）

本年度の事業内容、南アチームの報告

 第一回日本・南ア合同ワークショップ
（平成21年7月16日 羽沢小学校）

双方の授業計画、教材の合意への検討

 第二回日本・南ア合同ワークショップ
（平成21年7月17日 国際基督教大学）

今後の作業日程の確認
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日本チーム南ア訪問(平成21年8月16日—8月23日)

 第四回日本・南ア合同ワークショップ
（平成21年8月18日 Rockland小学校）

共同合同授業の振返り共同合同授業の振返り

 第五回日本・南ア合同ワークショップ
（平成21年8月20日 Levana小学校）

共同授業の振返り

 第一回国際基督教大学・ケープタウン大学合同研究会
（平成21年8月21日 Rondebosch Manorホテル）

大学としての研究成果に向けた討論
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活動（平成21年9月ー12月）

 第三回実行委員会（平成21年9月8日 羽沢小学校）

南ア訪問の報告

第 回 クシ プ 第三回ワークショップ（平成21年10月8日 大沢台小学校）

12月の共同授業に向けた準備

 第四回実行委員会（平成21年10月21日日 大沢台小学校）

南アチーム訪日に向けた準備

 第四回ワークショップ（平成21年11月12日日 大沢台小学校） 第四回ワ クショップ（平成21年11月12日日 大沢台小学校）

12月の共同授業に向けた準備

 第五回実行委員会（平成21年12月4日 大沢台小学校）

報告会・シンポジウムの準備

南アチーム訪日（平成21年12月8日—13日）

 第六回日本・南ア合同ワークショップ
（平成21年12月9日日 大沢台小学校）

共同授業に向けた調整共同授業に向けた調整

 第二回企画運営委員会
（平成21年12月10日 国際基督教大学）

全体の企画の進捗状況の確認

 第二回国際基督教大学・ケープタウン大学合同研究会議
（平成21年12月10日 国際基督教大学）（平成21年12月10日 国際基督教大学）

 大学としての研究成果に向けた討論

 成果報告シンポジウム
（平成21年12月12日 大沢台小学校）
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サイエンスニュース12月号 http://science-news.netj.or.jp/vol/2009_12/event.html#2

成 果
１. 小学校高学年対象のESDの国際共同開発の可能性を実践、実証

したこと。

2. 日本のチームティーチング、授業研究の方法が南アの教育に受容日本のチ ムティ チング、授業研究の方法が南アの教育に受容
されたこと。

3. さらに中等教育への継続の可能性が拓けてきたこと。

4. 地域（三鷹市教育委員会、おおさわ学園、住民）と大学との教育
連携の絆ができたこと。

予定成果物予定成果物

1. 小学校高学年対象のESDモジュール

1. プロジェクト紹介ビデオ

1. 事業報告書
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